
　
「
今
日
は
、
病
院
に
行
く

け
ん
頼
ま
い
」、「
み
ん
な
で

買
い
物
行
く
け
ん
」
と
、
田

舎
の
狭
い
道
、
新
緑
が
き
れ

い
な
み
か
ん
畑
を
今
日
も
安

全
運
転
で
山
を
下
る
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
こ
に
こ
日
土
の
バ

ス
。

　
「
こ
の
バ
ス
が
な
け
れ
ば

病
院
に
行
け
ん
が
よ
」、「
帰

り
に
買
い
物
し
て
来
る
け
ん

な
」
と
そ
こ
に
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
と
乗
り
合
わ
せ
た
人
た

ち
と
の
楽
し
い
会
話
が
あ
り

ま
す
。

　
「
あ
そ
こ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
今
日
は
乗
ら
ん
が
、
ど

う
し
た
が
や
ろ
か
」
と
高
齢
者
に
目
配
り
が
で
き

る
の
も
、
地
域
で
運
営
す
る
住
民
バ
ス
だ
か
ら
で

す
。

　

私
た
ち
の
住
む
日
土
地
区
は
、
八
幡
浜
市
の
北

部
に
位
置
し
、
四
国
霊
場
別
格
本
山
金
山
出
石
寺

（
標
高
８
１
２
ｍ
）
を
源
と
す
る
喜
木
川
支
流
野
地

川
・
出
石
川
沿
い
に
23
の
集
落
が
あ
り
、
多
く
の

人
家
が
谷
筋
に
点
在
し
て
い
て
、
生
産
条
件
の
不

利
な
柑
橘
を
主
作
物
と
す
る
第
一
次
産
業
中
心
の

山
間
・
中
山
間
地
で
す
。

　

市
中
心
部
へ
車
で
30
分
以
上
か
か
る
集
落
が
大

半
で
、
約
７
０
０
世
帯
２
，
０
０
０
人
が
生
活
し

て
い
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
過
疎
化
・
高
齢
化
に
よ
る

集
落
破
壊
・
限
界
集
落
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
当
地
区
に
お
い
て
も
例
外
で
な
く

高
齢
化
率
は
、
34
％
と
高
齢
化
が
進
み
、
す
で
に

限
界
集
落
に
な
っ
た
地
域
も
あ
り
、
10
年
後
に
は

50
％
に
到
達
す
る
の
で
は
、
と
心
配
し
て
い
る
現

状
で
す
。

　

そ
の
高
齢
者
住
民
が
通
院
、
買
い
物
等
バ
ス
を

利
用
す
る
た
め
に
は
川
沿
い
の
県
道
に
あ
る
最
寄

り
の
バ
ス
停
ま
で
急
な
坂
道
を
歩
か
ね
ば
な
ら

ず
、
日
常
き
わ
め
て
不
便
を
き
た
し
、
病
院
・
買

い
物
等
へ
行
き
た
く
て
も
多
く
の
高
齢
者
が
我
慢

し
て
い
る
の
が
実
態
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
拍
車
を
か
け
る
事
態
が
起
き
ま
し

た
。
当
地
区
に
お
い
て
路
線
バ
ス
の
一
部
路
線
の

廃
止
及
び
減
便
が
な
さ
れ
た
の
で
す
。

　

多
く
の
住
民
が
影
響
を
受
け
、
特
に
一
部
小
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
の
バ
ス
通
学
が
困
難
と
な
り
、

地
域
住
民
の
不
安
を
招
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
交
通
空
白
区
の
拡
大
で
バ
ス
の
利
用
が

不
可
能
に
な
っ
た
高
齢
者
の
多
く
は
国
民
年
金
生

活
者
で
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用
に
は
市
内
往
復
４
，

０
０
０
円
以
上
か
か
り
、
経
済
的
負
担
が
大
き
く
、

月
に
数
回
の
外
出
に
不
自
由
を
き
た
し
て
い
る
現

状
と
な
っ
た
の
で
す
。

立
ち
上
が
っ
た
地
域
住
民

　

平
成
19
年
９
月
１
日
に
日
土
振
興
協
議
会
の
組

織
で
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
ま
ず
、
過
疎
地

有
償
運
送
事
業
の
理
解
、
そ
し
て
こ
の
事
業
を
す

る
た
め
に
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
）
設
立
の
必
要
性
の
説
明
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

計
画
か
ら
わ
ず
か
な
期
間
の
平
成
20
年
１
月
４

NPO法人 にこにこ日土
理事長

二宮　嘉彦

理想の
公共交通で
豊かな
住みよい
まちづくり
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日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
総
会
を
開
催
し
、
同
年
６

月
に
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

我
々
は
、
住
民
総
意
に
よ
り
、
高
齢
者
住
民
が

気
軽
に
利
用
可
能
な
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

家
庭
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
が
主
体
的
に

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、『
地
域

の
問
題
は
地
域
の
力
で
』
と
過
疎
地
有
償
運
送
事

業
を
始
め
ま
し
た
。

　

地
域
が
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
な
お
一
層
、

地
区
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な
り
地
理

的
に
バ
ス
の
利
用
が
で
き
な
か
っ
た
人
た
ち
、
特

に
高
齢
者
が
気
軽
に
利
用
可
能
と
な
る
こ
の
事
業

こ
そ
田
舎
の
理
想
の
公
共
交
通
で
、
豊
か
な
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
に
よ
る
福
祉
向
上
が
で
き
る
の

で
す
。

過
疎
地
有
償
運
送
事
業
と
は

　

平
成
18
年
10
月
１
日
に

改
正
さ
れ
た
道
路
運
送
法

は
、
地
域
住
民
の
生
活
に
必

要
な
旅
客
運
送
を
確
保
す

る
た
め
、
一
般
旅
客
自
動
車

運
送
事
業
者
に
よ
る
こ
と

が
困
難
で
あ
り
、
地
域
関
係

者
が
必
要
で
あ
る
と
合
意

し
た
場
合
に
は
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
市
町
村
や

特
定
非
営
利
活
動
法
人
等

に
よ
る
自
家
用
自
動
車
を

使
用
し
た
有
償
旅
客
運
送

が
可
能
と
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
内
容

　

に
こ
に
こ
日
土
は
、
行
政
は
も
ち
ろ
ん
八
幡
浜

市
が
主
宰
す
る
運
営
協
議
会
の
み
な
さ
ま
の
ご
理

解
を
得
て
、
事
業
開
始
か
ら
４
年
を
迎
え
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

運
行
予
定
を
決
め
、
す
べ
て
の
集
落
へ
乗
り
入

れ
を
す
る
定
期
運
行
、
必
要
に
応
じ
て
日
土
町
内

の
み
自
由
運
行
の
デ
マ
ン
ド
運
行
、
そ
し
て
、
高

齢
者
対
象
の
外
出
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
運
転
免
許
返
納
制
度
へ
の
支
援
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

　

平
成
21
年
８
月
に
は
約
50
年
に
わ
た
り
、
日
土

地
区
民
の
移
動
手
段
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
伊
予
鉄

道
・
伊
予
鉄
南
予
バ
ス
が
完
全
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
に
こ
に
こ
日
土
の
利
用

状
況
は
、
現
在
３
９
０
世
帯
の

会
員
、
月
間
利
用
者
も
延
べ
１
，

０
０
０
人
に
達
成
し
ま
し
た
。

　

地
域
を
助
け
よ
う
と
は
じ
め

た
こ
の
事
業
、
今
で
は
地
域
の
人

た
ち
に
助
け
ら
れ
「
が
ん
ば
っ
て

な
！
」
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
カ
ン
パ

を
寄
せ
る
お
年
寄
り
も
い
ま
す
。

　

す
っ
か
り
地
域
の
公
共
交
通
と

な
っ
た
『
に
こ
に
こ
日
土
』
は
、
地

域
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
よ
り
良

い
交
通
シ
ス
テ
ム
と
な
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

高齢者免許返納
キャンペーン
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